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笠コンフレーム

1．工期の短縮が可能
・型枠が不要で、さらに作業の機械化ができます。

2．陸地側からすべて施工が可能
・水位、流速、流量、風速に影響されません。

3．景観にも対応できます
4．省資源ができます
・型枠の木材などが不要です。

5．広幅型・ハット形鋼矢板にも対応

■特長

矢板笠コンのプレキャスト化の開発に成功！
水路、河川や湖沼などの護岸には、鋼矢板、コンクリート矢板による工法が用いられていま

す。矢板の設置後には、上端部を“笠石”としてコンクリートが現場打ちされています。
このような現場条件は一般的には、矢板工の前側は水辺で、後側の陸地は法面などで狭くな

っており、とりわけ、前側の水辺では水位や流速が変動し、かつ強風による波浪を受けるなど、
悪条件での、舟などによる型枠の設置や、配筋の作業はかなり厳しいものです。
これらの課題を一挙に解決し、更に修景や省資源もできるのが、“笠コンフレーム”です。

NETIS 登録番号　CB-990025-A
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※上記表は、矢板工における施工管理基準（±100mm）に基づく適用参考例です。上記以外の適用についてはお問い合わせ下さい。 
※質量は表面模様付きの質量を示しています。 

※上記表は、矢板工における施工管理基準（±100mm）に基づく適用参考例です。上記以外の適用についてはお問い合わせ下さい。 
※質量は表面模様付きの質量を示しています。 
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法張パネル ジョイントボルト 盤木 

型枠セット治具 

底型枠 

高さ調整金具 

幅止め金具 

底型枠受けブラケット 

コンクリート打設 

  レリーフ 
（ジオメストーン） 
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矢板 

（ご注意）上図はサイズ500×610以上を示します。400×500は形状が若干異なります。 
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サイズ 寸　法　仕　様（mm） 参考質量 
（kg） 

中詰め 
コンクリート量 
（m3/本） 

U形鋼矢板 

適用参考例 

ハット形鋼矢板 
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サイズ   寸  法  仕  様（mm） 参考質量 
（kg） 

中詰め 
コンクリート量 
（m3／本） 

適用参考例 
U形鋼矢板 ハット形鋼矢板 

L

K
M

N

A

B

CHJ D

ボルト連結孔 
  レリーフ 
（ジオメストーン） 

1,996

120 140 638 200 638 140 120

E
F

G

■形状・寸法 

■形状・寸法 

笠コンフレーム



■施工手順 

3.幅止め金具の取り付け 

4.ジョイントボルトの取り付け 

5.底型枠受けブラケットの取り付け 

6.底型枠の取り付け 

7.コンクリート打設 

●施工用吊り金具 

1.高さ調整金具・はし渡し金具の取り付け 

2.製品据え付け 

高さ調整金具 

はし渡し金具 

底型枠受けブラケット 

幅止め金具 

ジョイントボルト 

底型枠セット治具（中継用） 

広幅矢板（W型）のとき、底型枠の 
接合部を補うために使用します。 

中継用 底型枠 
  ＋セット治具 

型枠セット治具のアジャストボルトによって
笠コンフレームが破損しないよう、またコン
クリート均し時にアジャストボルトが邪魔に
ならないよう盤木を挟んでおきます。 

笠コンフレーム



笠コンフレーム 

■布設歩掛り 

■施工例 

名　　　　称 

世　話　役（人） 

特殊作業員（人） 

普通作業員（人） 

型　枠　工（人） 

　ラフテレーンクレーン運転（日） 

諸 雑 費 率（％） 

 

数量（型枠あり） 

4.8 

2.2 

20.2 

1.5 

4.0 

29

（100m当たり）  
（ご注意） 
1.左表の労務歩掛は、高さ調整金具取付、ブロック連結、中詰コンクリート打設（型
枠が必要な場合は、型枠設置・撤去）、養生等の労務を含みます。 
2.本歩掛は、運搬距離30mまでの小運搬を含んでいますが、これにより難しい場
合は別途考慮します。 
3.ラフテレーンクレーンは賃料とします。 
4.諸雑費は、労務費、機械賃料の合計額に左表の率を乗じた金額を上限として計上
します。なお、諸雑費に含まれる内容は次の通りです。 
　［諸雑費］ 
　　基準砕石の敷設・転圧労務、基礎砕石の材料投入労務・締固め機械運転経費、
電力に関する経費、型枠特上（下）機械経費、バイブレーター・コンクリートバ
ケット・電気ノコギリ・電気溶接機等損料、砕石・調整金具・連結金具・目地材・
溶接棒・型枠材・剥離材等の材料費。 
5.諸雑費は、基礎砕石の有無によらず適用できます。ただし、敷均厚は10cm以
下を基準とします。 
6.諸雑費の基礎砕石は、材料の種別・規格に関わらず適用できます。 
7.平成20年度国土交通省土木工事積算基準　笠コンクリートブロック据付工を引
用しています。 

笠コンフレーム
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笠コンウォール

大型笠コンクリートのプレキャスト化に成功！
近年、河川下流域や港湾等の工事には鋼管矢板や大型鋼矢板が多く使用され、矢板およびタ
イロッド等の腐食防止や景観に配慮した大型コーピング工が施工されています。しかし、潮の
干満や波の影響を受ける現場での施工や対策費、潜水夫や鉄筋工、型枠工等の熟練工を必要と
し、作業期間も長期を要していました。そこで、これらの課題を一挙に解決するために開発さ
れた「笠コンウォール」は、安全且つ施工性に優れ、工期短縮、コスト縮減が図れ、周囲の景
観・環境にも配慮できる画期的なプレキャスト製品です。

1.作業の機械化により、工期の短縮が図れます
2.陸側から施工が可能で安全性に優れています
3.景観にも配慮できます
4.底型枠を不要としました

■特長

■施工手順

1.施工前

2.受台（Ｈ鋼）設置（溶接固定）

3.製品吊り上げ

4.製品布設

5.布設後－コンクリート打設

6.完成後

NETIS 登録番号　CB-030066-A



サイズ（mm） 

（H）3,000×（B）1,430×（L）2,740 8,770

参考質量（kg） 

受台設置状況 

製品布設状況 

75 1,430 固定用金具 

受け台 
高さ調節プレート 
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笠コンウォールⅠ型 

鋼管矢板（φ1200） 

スポンジパッキン 

胴込めコンクリート 

ターンバックル 

均しコンクリート 

コンクリート 

2,760 2,760

受け台 
鋼管矢板（φ1200） 

正面図  

側 面 図  
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ジョイントボルト貫通穴 

笠コンウォール
■設計例（1）

●断面図

●形状・寸法

●平面図

●施工例



サイズ（mm） 

（H）3,150×（B）1,820×（L）2,580 5,830kg

参考質量 
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底 面 図 

側面図 正 面 図 

平 面 図 

幅止め金具 

高さ調整プレート 

胴込めコンクリート 
スポンジパッキン 

鋼管矢板（φ1219） 
笠コンウォール 

固定用金具 

1,82050
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受け台 

鋼管矢板（φ1219） 受け台 

2,5802,580

製品吊り上げ状況 

製品布設状況 

●断面図

●形状・寸法 ●施工例

●平面図

笠コンウォール
■設計例（2）


